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Cefpiramide(CPM)の 前立腺組織内移行に関する検討

岩手県立中央病院泌尿器科(科 長:吉 田郁彦)

高田 耕,川 村 繁美,吉 田 郁彦

PROSTATIC TISSUE LEVELS OF CEFPIRAMIDE (CPM)

Koh TAKATA, Shigemi KAWAMURA and Ikuhiko YOSHIDA 

  From the Department of Urology, Iwate Prefectural Central Hospital 

                 (Chief: Dr. I. Yoshida)

   The concentration of CPM in prostatic tissue and serum in 12 patients with benign prostatic hyper-
trophy was measured. One gram of CPM was injected intravenously prior to prostatectomy. One, 2, 
3 and 5 hours following the administration of  CPM, the mean serum level of CPM was 142, 88.2, 87.4 and 
61.2 pg/ml, respectively, while the mean level in the prostatic tissue was 48.3, 15.1, 15.6 and 8.3 pg/g, 
respectively. The prostatic tissue level of CPM was thought to be enough to eradicate gram-negative and 

gram-positive bacteria in the prostate. It is presumed from our study that clinical effectiveness of CPM 
might be expected in the case of acute or chronic bacterial prostatitis. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1105.--1108, 1988)

Key words: Cefpiramide, Prostatitis, Prostatic tissue level, Prostatic tissue level/ serum level ratio (T/S 
 ratio)

緒 言

細菌性前立腺炎は泌尿器科外来でしばしばみかけら

れる疾患であ り,尿 路感染症のなかに占める比率は決

して低い ものではな い.ま た前立腺肥大症に対する

TUR-Pや 恥骨後式前立腺摘除術は,泌 尿器科におけ

る最も一般的な手術のひとつである.前 立腺の細菌感

染や,術 後感染に対 し抗生物質を用いる場合,そ の前

立腺組織内への移行を検討することは重要であるとさ

れてお り,現 在までに各種抗生物質の前立腺組織内移

行の検討が多数報告されている.今 回われわれは,従

来のセフ7ロ スポリン系抗生物質のなかでは最も幅広

い抗菌スペクトラムを有するとされているCefpira-

midc(CPM)の 血清内濃度と前立腺組織内濃度を経

時的に測定し,組 織内移行について検討したので報告

する.

対象および方法

1985年11月 よ り1986年9月 までに岩手県立中央病院

泌尿器科に前立腺肥大症の診断で入院し,恥 骨後式前

立腺摘除術を受けた肝 ・腎機能正常な12例 を対象とし

た.12例 を4群 にわけ,CPM1.09を 生理食塩液20

m1に 溶解 し静注した.静 注後1,2,3,5時 間後

に採血および前立腺組織の採取を行った(Table1).

採血は肘静脈より行い,遠 心分離しその血清を凍結保

存した.前 立腺組織は採取後生理食塩水で表面の血液

を洗浄した後凍結保存した.CPMの 濃度測定は,E.

coli,NIHJを 検定菌とし感受性ディス ク用培地を用

いたPaperd量sc法 で行った.稀 釈および標準溶液は

pH7.oの1/15Mリ ン酸緩衝液を用い,実 際の測定

は萬有製薬中央研究所生物研究室で行った.

結 果

CPM1.Ogの 静脈 内投与 後1,2,3お よび5時

間 後 の血 清 お よ び前 立 腺 組織 内 濃 度 はTable2～5

に 示 す ご と くで あ った.静 注 後1時 間,2時 間,3時

間,5時 間 の平 均 血 清 内濃 度 は,そ れ ぞれ142μg/mi,

88.2μ91ml,87.4μ9/ml,61.2μ9/m1で あ り漸減 の傾

向を示 した,ま た,平 均前 立腺 組 織 内 濃度 は,そ れ ぞ

れ48.3μ9/9,15.1μ919s15.6μ9/9,8.3μ9/9と 血 清

内濃 度 とほぼ 同様 の 傾 向 を 示 した(Fig.1).CPM

の 静 脈 内投 与 後各 時 間 にお け る前 立 腺組 織 内濃度 と血

清 内濃 度 との比(T!Sratio)は,Fig.2に 示す ご と

くGroupI34%,GroupII17%e,GroupIII17

%,GroupIVl3%と 経 時的 に 漸 減 の傾 向を示 した.

考 察

Cefpiramide(CPM)は 既存 の セ フ ァ ロスポ リ ン
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Table2.CPMconcentrationsinscrumandprostatic

tissuelhouraftertheintravenousadmin・

istrationofi.OgofCPM(GroupI)

CaseBodyweightSerumlevelTissuelevelT/Sratio

Na(Kg)(μ9/ml)(μ9/9}(%)

1

2

3

71

38

60

143

154

129

4L2

67.9

35.7

29

44

28

Mean 142 48.3 34

Table3.CPMconcentrationsinserumandprostatic
tissue2hoursaftertheintravenousadmin.
istrationofLOgofCPM(GroupII)

CaseBodyweightSerumlevelTissuelevelT/Sratio

No.(Kg)(μg/m1)(μg/g)(%}

4

5

6

7

49

64

56

61

113

74,6

83.1

.82.1

19.1

10,3

13.8

17.2

17

14

17

21

Mean 88.2 15.1 17

Table4.CPMconcentrationsinserumandprostatic
tissue3hoursaftertheintravcnousadmin-
istrationofl.OgofCPM(GroupIII)

CaseBodyweightSerumlevelTissuelevelT/Sratio

Nα(Kg)(μ9/ml)(μ9/9)(%)

8

9

49

63

52.8

122

6.92

24.2

13

20

Mean 87.4 15.6 17

Table5.CPMconcentrationsinserumandprostati6
tissue5hoursaftertheintravenousadmin.
istrationofl.OgofCPM(GroupIV)

CaseBodyweightSer田nlevelTissuelevelT/Sratio

Na(Kg)(μ9/m1)(μ9/9)(%)

10

11

12

57

54

48

73.3

68.4

41.9

12.1

7.79

4.86

17

11

12

Mean 61.2 8.3 13

系 抗 生物 質に 比較 して,Pseudomonas属 を含 む グ ラ ム

陰性 菌,ブ ドウ球 菌 属 や レ ンサ 球菌 属 等 の グ ラム陽性

菌,さ らには嫌気性菌にまでより広範囲に強い抗菌力

を示す点に特徴が ある1・2).前立腺炎の起炎菌につ い
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ては,E.coliが 最 も多 く,そ の 他ProteusやKle-

bsiella,Pseudemonasな どの グ ラ ム陰 性 菌 が ほ と ん ど

であ る と され てい る3).

化学 療法 剤 が細 菌 性前 立 腺 炎 に対 し効果 を示 す た め

に は,前 立 腺 液 へ の移 行 が 良 好 で あ る こ とが必 要 で,

そ の条 件 と して,Winninghamら3)やStameyら4)

は イ ヌを用 い た結 果 か ら,1)脂 溶 性,2)塩 基性,3)

高 い解 離 定 数,4)低 い 蛋 白結 合 度 な どを 満 たす こ と

が必 要 で あ る と述 べ て い る.し か し,こ れ らの条 件 を

満 た さ な くて も細 菌{生前 立 腺 炎 に 対 し,trimctho・

prim5・6),tetracycline,penicillin,cephalosporin,

aminoglycos量deな どの 各種 抗 生物 質 が 著 効 を 示 す7)

こ とは臨 床 上 しば しば 経験 す る と こ ろ で あ る,こ れ

は,実 験 的 に前 立腺 液 へ の移 行が 低 い と され る各 種 抗

生物 質 が,炎 症 時 の前 立 腺組 織 の 変化 に よ り組 織 内 に

移行 し細 菌学 的 効果 を発 揮 した た め,臨 床 上著 効 を示

した もの と思わ れ る.ま た,現 在 までに種 々 の抗 生物

質 の前 立腺 組 織 内移 行 が報 告 され てい るb;e-14),セ フ

ァ ロスポ リ ン系 抗生 物 質 の移 行 は比 較 的良 好 で あ る と

され,そ の臨 床 的効 果 もか な り期待 で きる こ とが 明 ら

か に な って い る.池 田 ら15)は急性 前 立腺 炎 。急 性副 睾

丸 炎 にCPMを 使 用 して90.9%の 有 効率 で あ った と

報 告 してい る.

今 回 わ れ わ れ の得 た 結 果 で は,前 立 腺組 織 内 濃度

は,静 脈 内投 与1,2,3,お よび5時 間 後 で,そ れ

ぞれ 平均48.3μ919,15.1μ919,15.6μ919,8.3μ9/9

と他 の薬 剤 と比 較 して 同時 間 での組 織 内濃度 は 相対 的

に 高値 を示 した.こ れ はCPMの 血 中 半減 期 が約4.5

時間 と持続 性 が あ る こ とを反 映 した もの と思 わ れた.

この こ とか ら逆 にT!Sratioは 低 い 値 を示 した.こ

れ らの 組織 内濃 度の 結果 を臨 床分 離 の 各種 細菌 に対 す

るCPMのMIC分 布1)と 比 較す る と,StaPhJlococcus

aureUS,StaPh)IOC・6`艇 ∫epidermidis,E・`・1らP7・'θ 麗5

mirabilis,KlebsiellaPneumoniae,Pseudomonasaer-

uginosaな どほ とん どの細 菌 に対 し,MIC80を 上 まわ

って お り,CPMは 前 立 腺組 織 内で十 分 に そ の抗 菌作

用 が期 待で きる もの と思 われ た.

今 回 の成 績 をそ の まま細菌 性 前 立腺 炎 や前 立 腺 摘除

後 の前 立 腺 床 に対 す る感 染 に あて は め る こ とは で きな

い が,今 回 の症 例 全 てにCPMを 術 後1～391dayで

7～12日 間投 与 して感 染 の徴 候 が み られ なか った こと

か ら,CPMは 前 立腺 へ すみ や か に非 常 に良 好 に移 行

す る こ と,前 立 腺 炎や 前 立腺 摘 除 術後 の 感染 の ほ とん

どが 且`流 な どの グラ ム陰 性 菌 で あ る こ と,ま た本

剤 が胆 汁 排泄 型 で あ り16・1?),比較 的腎 機 能障 害 を 伴 う

こ との多 い前 立 腺 肥大 症 の症 例 に対 し投 与調 節 が不 要

で あ る こ と18)を考 慮す る と,CPMは これ らの 感 染の

治療 や 予 防に 非 常 に有 効 な薬 剤 と思わ れ た19・20・2)).

結 語

12例の前立腺肥大症患者を対象とし,CPM1.Og

の静脈内投与を行い,血 清内濃度および恥骨後式前立

腺摘除術にて採取した前立腺組織内への移行を検討し

た.

CPMの 組織内濃度は,グ ラム陰性菌のみならずグ

ラム陽性菌に対しても,そ の抗菌作用が期待できる値
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を示し,CPMは 細菌性前立腺炎および前立腺摘除術

後の感染の治療および予防に対して非常に有効である

と考えられた.
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